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１０月の生活目標 

・自分のめあてを立てよう。 
・めあてに向かって努力しよう。 

 

    ～

 
災害に備えるということは 

                                     
      校長  白倉 秀樹 

暑さが少し落ち着いてきた時期となりました。２学期が始まって１か月が経ちましたが、沢山

の出来事があった９月でした。日本各地で豪雨被害が起き、さいたま市でも９月７日（月）に一

斉臨時休業を実施しました。幸いにも生活に影響を及ぼす被害がなかったのですが、大牧小学校

の５年生にとってはとても大きな影響がでました。９月７日～９日の舘岩自然の教室が、９月２

５日（金）～２７日（日）の日程に延期となりました。５連休明けからの自然の教室となりまし

たが、無事に実施することができました。参加した５年生の子どもたちからは、「舘岩では仲良

く､団結して活動したことがすごかったです。」「自然の恵みや偉大さを知ることができました。」

「川魚さばきでは、自然の命をもらえてありがたさを感じました。」との感想を聞くことができ

ました。５年生の子どもたちが大自然の中、親元を離れながらみんなで協力して生活する姿を披

露してくれました。５年生の今後の成長が楽しみです。 
冒頭でも触れましたが、今年も日本の各地で自然災害が起き、甚大な被害を受けていることが

報道されています。本校の学区対象の避難所運営設置訓練が１１月２１日（土）に実施されます

が、よく訓練等の挨拶でも引用される「自助」「共助」「公助」と言う言葉をみなさん御存知でし

ょうか。１９９０年頃から災害対策に関連する議論等で引用され始めた言葉です。起源は諸説あ

りますが、江戸時代の米沢藩主上杉鷹山の言葉からとも言われております。内閣府ＨＰの防災情

報に詳細が示されてあります。 
「自助」とは文字通り自らの命は自ら守るという姿勢で、私はこれが一番大切であると考えま

す。緊急時における家族内での行動確認や備蓄対策、水害や土砂災害時の危険個所の確認など、

自分が助かるための行動をとることを指します。避難所に行けば物資があるわけではないですし、

ライフラインが止まってしまった場合、復旧までの長期間をどのように過ごすかによって生存確

率も変わります。 
「共助」は避難所設置に伴う地域の方々の連携や救助活動が一番あてはまるものです。避難場

所は、お住まいの住所に伴う学区の学校だけではなく、近隣の公共施設等が指定されています。

住所によって避難場所が指定されていますが、いざという時指定された避難場所に向かえない場

合もあります。そういった中で、近隣に住まわれる方々が協力して迅速に避難所設置、運営を行

うことが安全確保の第一歩です。令和８年の熊本地震では、避難所運営や物資配給は自治会やボ

ランティアの方々を中心に行わなければならない状況でした。災害時には私を含む市の避難所担

当職員も避難所に駆け付けますが、初動の１時間がその後の円滑な避難所運営に大きく影響しま

す。 
「公助」は広域救助活動やライフラインの復旧、避難行動を自らとることができない要配慮者

への支援などにおいて無くてはならないものです。災害が起きた後、一時避難から在宅避難と指

定避難所避難に分かれます。避難生活の長期化が予想される場合、「公助」が担う役割は大きな

ものとなります。しかし、この「公助」は「自助」と「共助」の上に成り立つものです。この意

識こそが「三助」の根幹であると私は信じています。 
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